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「主体的・対話的で深い学び」

におけるICTの活用を通して

確かな学力を身に付けた
生徒の育成

パナソニック教育財団特別研究指定校
宮崎県小林市立東方中学校



未来は？



東方中学校における「確かな学力」のとらえ

予測できない状況に対応して、
自分を律し、

自立して生きていく力











主体的・対話的で深い学びを生む授業構成

授業構成のスパイラル

つ な ぐつ な ぐ



学習課題に関する動画の提示
（保体）

タブレットPCと電子黒板を使った
各自の考えの提示（道徳）

板書での学習課題の提示（数学）



授業支援ソフトを用いた実験データ
の共有（理科）

授業支援ソフトの画面共有機能を使った
キャリアプランづくり（学級活動）

授業支援ソフトのグループ化機能
を使った各自の解き方の共有と検
討（数学）



板書による学習の整理と学習の流れの構造化
（理科）

各パートを合わせた全体での合唱
（音楽）

タブレットPCと電子黒板を使った
スキットの発表（英語）



各教科における「主体的・対話的で深い学び」を生む授業の取組

各教科における取組を生かした総合的な学習の時間における問題発見探究学習の実践

東方中学校総合的な学習の時間における「問題発見探究型学習」の定義

● 生徒は設定されたテーマにそって、自分で考えて学習課題を設定する。

● 生徒は学習課題を解決するために、個人で考えたり協力したりして様々

 な活動を行う。

● 生徒は学習した結果を個人やグループで様々な方法を用いて発表する。



各学年の「こすもす科」学習テーマ

  1学年
「小林が抱える問題って何？」
 

 
2学年

「小林のよさって何？」
 

  3学年
「よりよい小林の未来とは？」

 



３年生「こすもす科」の授業のようす



職員のICT知識やスキルを高めるための研修

本校でのICT研修 小学校との合同研究授業 宮崎大学から外部講師を招いての
講演と実技演習



授業以外でのICTの活用

ペーパーレス職員会 Zoomを使った給食時間の
生徒会役員選挙政見放送

 

生徒総会での活用（教師の指示を
見ながらの進行）



研究実践の検証   情報活用能力について

●グラフの結果からは、全学年、全分類において

 上昇傾向が見られる。

●現在は、どの学年も高い数値を維持している。



みやざき学力学習状況調査県平均との比較
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2年生　みやざき学習状況調査　活用（思考力・判断力・表現力）問題　経年変化

県平均を上回って
いる。

１年次からの伸び
が見られる。



研究の成果

●本校における研究内容の定義を明確にすることで、全職員が同じ方向で
研究実践に取り組むことができた。
 
●生徒や職員が、授業だけでなくさまざまな場面・時間を使って、ICT機
器を活用し、情報モラルや情報活用のマナーを計画的・系統的に全学年
で学習したことで、生徒の「情報活用能力」が向上したと考えられる。
 
●「主体的・対話的で・深い学び」を生む学習過程と効果的なICTの活用
に取り組んだ結果、生徒の「思考力・判断力・表現力」ほとんど教科に
おいて県平均を上回ったり、前年度からの改善が図られた。
 
●計画的にICTの研修に取り組み、授業の実践を積み重ねることで、職員
のICTリテラシーやスキルが向上した。



研究の課題

●日常的に情報交換や指導方法等を共有や年度を通しての計画的な研修を
行い、職員のICTリテラシーやスキルの更なる向上を図る必要がある。
 
●「総合的な学習の時間における問題発見探究学習」については、まだ取
組の途中なので、引き続き研究実践を行う。
 
●ICT活用を含め、多様な評価方法を取り入れ、生徒の「確かな学力」を
多面的にとらえ見届ける必要がある。

●学校のホームページや各種メディアを使い、研究実践や成果と課題など
を地域や他の学校に広く公開し、情報交換や研究の波及を行うことが重
要である。


